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冬
に
な
る
と
空
気
が
乾
燥
し
静
電
気

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
西
署
管

内
に
お
い
て
も
、
静
電
気
の
火
花
が
危

険
物
の
可
燃
性
蒸
気
に
引
火
し
た
こ
と

に
よ
る
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
特

に
乾
燥
注
意
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

【
静
電
気
と
は
】

　
静
電
気
と
は
異
な
る
二
つ
の
物
質
が

接
触
（
摩
擦
等
）
す
る
こ
と
に
よ
り
発

生
し
た
電
気
が
物
質
の
中
に
帯
電
し
て

い
る
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
物
質

で
あ
れ
ば
ど
ん
な
も
の
に
も
静
電
気
は

発
生
し
て
お
り
、
も
ち
ろ
ん
人
間
の
体

の
中
に
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
普
段
の

生
活
で
も
部
屋
の
ド
ア
や
車
の
ド
ア
を

触
る
と
指
先
に
「
パ
チ
ッ
」
と
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
は
体
内
に
帯
電
し
て
い

た
静
電
気
が
放
電
し
た
た
め
で
す
。
静

電
気
は
弱
い
電
気
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
放
電
す
る
瞬
間
に
火
花

が
発
生
し
、
こ
の
火
花
が
原
因
で
火
災

が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
代
表
的
な
静
電
気
の
種
類
】

・
摩
擦
帯
電
　
二
つ
の
物
質
を
こ
す
り

合
わ
せ
る
こ
と
で
帯
電
す
る
こ
と
。

こ
す
っ
た
下
敷
き
で
髪
の
毛
が
引
き

寄
せ
ら
れ
る
の
も
摩
擦
帯
電
が
原
因

で
す
。

・
接
触
帯
電
　
接
触
し
た
物
質
同
士
の

間
で
電
荷
の
移
動
が
起
こ
る
こ
と
で

帯
電
す
る
こ
と
。
乾
燥
し
た
季
節
に

金
属
製
の
ド
ア
ノ
ブ
を
触
る
と
「
パ

チ
ッ
」
と
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
る

の
も
接
触
帯
電
が
原
因
で
す
。

・
剥
離
帯
電
　
密
着
し
て
い
る
二
つ
の

物
質
を
引
き
剥
が
す
こ
と
で
帯
電
す

る
こ
と
。
フ
ィ
ル
ム
や
粘
着
テ
ー
プ

を
引
き
剥
が
す
と
発
生
し
ま
す
。
速

く
引
き
剥
が
す
ほ
ど
帯
電
量
は
増
加

し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
固
体
が
破
壊
さ

れ
る
と
き
に
帯
電
す
る
「
破
砕
帯
電
」、

液
体
が
管
内
を
流
れ
る
こ
と
で
帯
電
す

る
「
流
動
帯
電
」
や
噴
出
す
る
液
体
が

帯
電
す
る
「
噴
出
帯
電
」
が
あ
り
ま
す
。

【
静
電
気
の
火
災
事
例
】

事
例
①
　
金
属
製
品
Ａ
に
フ
ィ
ル
ム
が

張
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
フ
ィ
ル
ム
を
取

り
除
い
た
際
、
金
属
製
品
Ａ
に
静
電
気

が
剥
離
帯
電
し
、
近
く
に
あ
っ
た
第
一

石
油
類
の
有
機
溶
剤
に
着
火
し
た
。

事
例
②
　
第
一
石
油
類
が
入
っ
た
ド
ラ

ム
缶
か
ら
一
斗
缶
に
手
動
ド
ラ
ム
ポ
ン

プ
を
使
用
し
て
小
分
け
作
業
を
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
同
ポ
ン
プ
の
樹
脂
製
ホ
ー

ス
内
で
第
一
石
油
類
が
流
動
帯
電
し
た

こ
と
に
よ
り
、
静
電
気
が
発
生
し
、
第

一
石
油
類
の
可
燃
性
蒸
気
に
引
火
し
た
。

【
静
電
気
の
発
生
を
防
止
す
る
方
法
】

・
室
内
の
湿
度
を
高
く
保
つ
　

・
静
電
気
が
蓄
積
し
や
す
い
設
備
に
は

ア
ー
ス
を
つ
け
る

・
帯
電
防
止
の
靴
、
手
袋
、
作
業
着
の

着
用
す
る

・
静
電
気
除
去
グ
ッ
ズ
を
利
用
す
る
　

　
ガ
ソ
リ
ン
や
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
危
険

物
の
中
に
は
常
温
で
も
可
燃
性
蒸
気
が

発
生
し
引
火
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

身
近
な
存
在
で
あ
る
静
電
気
の
火
花
に

よ
っ
て
火
災
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
危
険
物
を
扱
う
場
所
で
は

静
電
気
の
発
生
を
防
止
す
る
対
策
を
と

り
ま
し
ょ
う
。

静
電
気
に
よ
る
危
険
物
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

静
電
気
に
よ
る
危
険
物
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

問い合わせ先

東大阪市消防局
[ 予防広報課 ]

☎（072） 966 ー 9662
東大阪市東消防署

[ 予防担当 ]
☎（072） 983 ー 0119

東大阪市中消防署
[ 予防担当 ]

☎（072） 966 ー 0119
東大阪市西消防署

[ 予防担当 ]
☎（06） 6788 ー 0119

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
の
ご
案
内

　
消
防
法
第
８
条
に
定
め
る
甲
種
防

火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め

の
講
習
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
講
習
日
時

　
平
成
28
年
5
月
9
日
（
月
）

　
　
　
　
　
5
月
10
日
（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
40
分

泫  

講
習
は
、２
日
間
と
も
受
講
し
て

い
た
だ
か
な
い
と
修
了
証
の
交

付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
講
習
会
場

　
東
大
阪
市
消
防
局
（
４
階
）

　
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー  

多
目
的
ホ
ー
ル

　
東
大
阪
市
稲
葉
１
丁
目
１
番
９
号

■
申
込
受
付
期
間

　
平
成
28
年
4
月
4
日
（
月
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　
4
月
22
日
（
金
）

■
申
込
先
・
受
付
時
間

東
大
阪
市
の
各
消
防
署
（
予
防
担
当
）

で
受
講
申
込
み
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

◎
東
消
防
署
　
鳥
居
町
3
番
3
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
７
２
）９
８
３

－

０
１
１
９

◎
中
消
防
署
　
稲
葉
1
丁
目
1
番
9
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
７
２
）９
６
６

－

０
１
１
９

◎
西
消
防
署

御
厨
栄
町
3 

丁
目
1
番
41
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
６
）６
７
８
８

－

０
１
１
９

受
付
時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
30
分
ま
で
で
す
。（
土
曜
、
日
曜
、

祝
日
を
除
く
。）

泫  

会
場
の
都
合
に
よ
り
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　受
講
申
込
書
（
各
消
防
署
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
東

大
阪
市
消
防
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
し

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

泫  

郵
送
等
に
よ
る
申
込
み
の
受
付

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

■
受
講
費
用
（
テ
キ
ス
ト
代
） 

４
，
５
０
０
円

　
危
険
物
施
設
で
危
険
物
の
取
扱
作

業
に
従
事
す
る
危
険
物
取
扱
者
に

あ
っ
て
は
、
消
防
法
第
13
条
の
23
に
基

づ
き
原
則
と
し
て
免
状
の
交
付
を
受

け
た
日
又
は
講
習
を
受
け
た
日
以
降

に
お
け
る
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
３

年
以
内
ご
と
に
法
定
講
習
を
受
講
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
28
年
度
の
保
安
講
習
開
催
案

内
は
東
大
阪
市
の
各
消
防
署
（
予
防
担

当
）
で
お
渡
し
し
ま
す
。

ま
た
、
大
阪
府
危
険
物
安
全
協
会
Ｈ
Ｐ

で
も
掲
載
し
て
お
り
、
申
請
書
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ

　
公
益
財
団
法
人

　
大
阪
府
危
険
物
安
全
協
会保

安
講
習
係

【
電
　
話
】 （
０
６
）
６
５
３
８

－

１
９
３
５

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】 （
０
６
）
６
５
３
１

－

１
２
９
３

危
険
物
取
扱
者

　保
安
講
習
に
つ
い
て

　西
防
火
協
力
会
で
は
新
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
皆

様
の
お
知
り
合
い
で
加
入
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
所
様
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
と
も
ご
紹
介
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

連
絡
先

新 会 員
募集の

東
大
阪
市
西
防
火
協
力
会
（
東
大
阪
市
西
消
防
署
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
６
）
６
７
８
８

－

７
１
９
８
　 

担
当 

小
林

・ 平成28年 新春恒例消防出初式
・ 東大阪市西消防署 各署所の紹介
・ 視察研修会
・ 文化財防火デーに伴う 消防訓練
・ 春季全国火災予防運動

・ 平成27年 東大阪市火災・救急概況
・ 静電気による危険物火災を防ぐために
・ 甲種防火管理新規講習のご案内
・ 危険物取扱者保安講習について

・ 平成28年 新春恒例消防出初式
・ 東大阪市西消防署 各署所の紹介
・ 視察研修会
・ 文化財防火デーに伴う 消防訓練
・ 春季全国火災予防運動

・ 平成27年 東大阪市火災・救急概況
・ 静電気による危険物火災を防ぐために
・ 甲種防火管理新規講習のご案内
・ 危険物取扱者保安講習について

平成28年3月（第４号）
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（東大阪市西消防署内）
ＴＥＬ　06-6788-7198
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１
月
10
日
（
日
）
花
園
中
央
公
園

に
お
い
て
新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
東
大
阪
市
消

防
局
、
東
大
阪
市
消
防
団
の
隊
員
が

力
強
い
分
列
行
進
、
救
助
訓
練
、
迫

力
あ
る
一
斉
放
水
訓
練
に
よ
り
団

員
、
職
員
の
士
気
を
鼓
舞
す
る
と
と

も
に
、
市
民
の
皆
様
に
防
火
、
防
災

意
識
の
向
上
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
22
回
全
国
消
防
操
法
大

会
に
大
阪
府
代
表
と
し
て
出
場
し
た

女
性
消
防
団
員
に
よ
る
操
法
訓
練
、

ぬ
か
た
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
初
期
消
火

訓
練
、
し
ら
ゆ
き
保
育
園
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
の
演
技
も
披
露
さ
れ
式
典
に

花
を
添
え
ま
し
た
。

　
西
防
火
協
力
会
か
ら
も
多
く
の
役

員
の
皆
様
が
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ

ま
し
た
。

　
１
月
10
日
（
日
）
花
園
中
央
公
園

に
お
い
て
新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
東
大
阪
市
消

防
局
、
東
大
阪
市
消
防
団
の
隊
員
が

力
強
い
分
列
行
進
、
救
助
訓
練
、
迫

力
あ
る
一
斉
放
水
訓
練
に
よ
り
団

員
、
職
員
の
士
気
を
鼓
舞
す
る
と
と

も
に
、
市
民
の
皆
様
に
防
火
、
防
災

意
識
の
向
上
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
22
回
全
国
消
防
操
法
大

会
に
大
阪
府
代
表
と
し
て
出
場
し
た

女
性
消
防
団
員
に
よ
る
操
法
訓
練
、

ぬ
か
た
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
初
期
消
火

訓
練
、
し
ら
ゆ
き
保
育
園
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
の
演
技
も
披
露
さ
れ
式
典
に

花
を
添
え
ま
し
た
。

　
西
防
火
協
力
会
か
ら
も
多
く
の
役

員
の
皆
様
が
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ

ま
し
た
。

　
世
界
最
古
の
木
造
建
築
物
奈
良
法

隆
寺
の
金
堂
の
壁
画
が
消
失
し
た
昭

和
24
年
１
月
26
日
を
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
と
し
て
、
文
化
財
を
火
災
等

の
あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
守
る
こ
と
を

目
的
に
全
国
一
斉
に
啓
発
活
動
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
西
消
防
署
で
は
、１
月
19
日
（
火
）

長
田
神
社
（
長
田
２―

８―

18
）

に
お
い
て
消
防
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
訓
練
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
は
、
終
始
熱
心
に
実
戦
さ

な
が
ら
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
訓
練
を
通
し
て
、
防
火

意
識
の
高
揚
と
市
民
の
皆
様
の
財
産

で
あ
る
貴
重
な
文
化
財
を
火
災
か
ら

守
り
未
来
へ
と
引
き
継
い
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

視
察
研
修
会

東
大
阪
市
西
消
防
署 

各
署
所
の
紹
介

東
大
阪
市
西
消
防
署 

各
署
所
の
紹
介

　平成２７年の火災・救急概況（速報値）がまとまりまし
た。（別表）
　火災は１３６件で平成２５年と並び、本市発足以来最少
の件数になりました。前年と比較すると、全火災件数は６
件減少していますが、原因別にみると、第１位の「放火
（疑いを含む）」が４件増加し、火災件数全体に占める割合
が高くなっています。また、２位の「こんろ」は前年と同数
でしたが、３位の「たばこ」は１２件も大幅に減少していま
す。これは、喫煙率の低下と喫煙マナーの向上によるも
のと思われますが、分煙化が進むにつれて発生場所には
変化が見られ、全国的にベランダやバルコニーで発生す
る割合が高くなっています。一方、火災による負傷者と損
害額が大幅に増加しています。これは、車両火災とその他
火災が減少した反面、建物火災が増加したためと思われ
ます。
　救急件数は２万９６１２件（前年比３６６件増）、搬送者
数は２万６１２５人（前年比７７８人増）で過去最多となりま
した。これは、高齢化の影響が考えられ、今後も増加する
可能性があります。救急車や救急医療は限りある資源で
すので、上手に利用しましょう。

平成26年
１４２件
３９件
１４件
２３件
５６件
１３件
２７件
１５件
０件
３１件

1,436㎡
175,047

区　　分 平成27年
１３６件
４３件
１４件
１１件
５１件
１９件
３３件
１３件
０件
２０件

1,510㎡
223,765

４人４人
１９人３７人

火災件数
放火（疑いを含む）
こんろ
たばこ

一般住宅／併用・共同住宅
工　場
その他の建物

車両火災
林野火災
その他の火災
焼損床面積
損害額（千円）
死　者
負傷者

主
な
原
因

主
な
用
途

火

　
　
　災

建
物
火
災

損 

害
死
傷
者

※自宅や野外におけるケガのことです。

２９,６１２件
１９,６２８件
３,９６１件
３,０２８件
２,９９５件
２６,１２５人

救急件数
急　病
一般負傷（※）
交通事故
その他
搬送人員

２９,２４６件
１９,１６２件
３,９４１件
３,１８３件
２,９６０件
２５,３４７人
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成
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阪
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大
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市
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救
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概
況

速報！

文
化
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防
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デ
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伴
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消
防
訓
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成
２8
年 

新
春
恒
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消
防
出
初
式

春
季
全
国

火
災
予
防
運
動

春
季
全
国

火
災
予
防
運
動

　
２
月
25
日
（
木
）
当
防
火
協

力
会
の
危
険
物
安
全
部
会
（
会

長
西
本
　
功
）・
自
衛
消
防
隊

連
合
会
（
会
長
　
吉
田
二
三

男
）
は
、
各
会
員
相
互
の
情
報

交
換
を
目
的
に
合
同
研
修
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
危
険
物
安
全
部
会

よ
り
17
名
、
自
衛
消
防
隊
連
合

会
よ
り
７
名
、
合
計
24
名
の
皆

様
が
参
加
さ
れ
、
東
大
阪
市
岩

田
町
の
タ
ツ
タ
電
線
㈱
で
研

修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
お
忙
し
い
中
、
多
数
の
御
参

加
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
足
代
出
張
所
は
東
大
阪
市
の

西
部
に
位
置
し
、
大
阪
市
と
の

境
界
に
庁
舎
を
構
え
て
い
ま
す
。

こ
の
出
張
所
は
緊
急
消
防
援
助

隊
の
消
火
部
隊
と
し
て
登
録
さ

れ
て
お
り
、
大
災
害
が
あ
れ
ば

そ
の
被
災
地
に
赴
き
活
動
す
る

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
庁
舎
の
耐
震
化
に
伴
い
平
成

27
年
12
月
に
改
築
が
完
了
さ
れ

ま
し
た
。
消
防
車
両
は
、
ポ
ン
プ

車
２
台
が
配
備
さ
れ
、
総
勢
12

名
の
隊
員
が
３
班
に
分
か
れ
24

時
間
体
制
で
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
域
は
、
大
型
商
業
施

設
、
高
層
住
宅
、
商
店
街
、
学

校
、
工
場
、
倉
庫
等
の
多
種
多

様
の
建
物
が
混
在
し
、
あ
ら
ゆ

る
災
害
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
起
こ
り
う
る
様
々

な
災
害
に
つ
い
て
安
心
・
安
全

に
暮
ら
せ
る
よ
う
市
民
の
皆
様

と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、

我
々
足
代
出
張
所
職
員
一
同
、

力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
平
成
28
年
春
季
全
国
火
災
予

防
運
動
が
、火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
期
を
迎
え
る
に
当
た
り
、市

民
の
皆
様
に
火
災
予
防
思
想
の

一
層
の
普
及
を
図
り
、火
災
の
発

生
を
防
止
し
、高
齢
者
等
の
災
害

弱
者
を
中
心
と
す
る
死
者
を
減

少
さ
せ
、財
産
の
損
失
を
防
ぐ
目

的
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
施
期
間
は
、３
月
１
日（
火
）

〜
３
月
７
日（
月
）ま
で
の
７
日

間
で
、「
無
防
備
な
　
心
に
火
災

が
　
か
く
れ
ん
ぼ
」を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
全
国
一
斉
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
昨
年
は
、西
署
管
内
で
火
災
が

70
件
発
生
し
、昨
年
よ
り
火
災
件

数
■
件
の
８
件
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、火
災
の
原
因
別
で
は
、

昨
年
同
様
放
火（
疑
い
含
む
）が

14
件
で
１
位
、２
位
コ
ン
ロ
９

件
、３
位
た
ば
こ
８
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、西
消

防
署
で
は
、立
入
検
査
、消
防
訓

練
等
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
市

民
の
皆
様
や
事
業
所
に
対
し
火

災
予
防
広
報
等
の
普
及
啓
発
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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１
月
10
日
（
日
）
花
園
中
央
公
園

に
お
い
て
新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
東
大
阪
市
消

防
局
、
東
大
阪
市
消
防
団
の
隊
員
が

力
強
い
分
列
行
進
、
救
助
訓
練
、
迫

力
あ
る
一
斉
放
水
訓
練
に
よ
り
団

員
、
職
員
の
士
気
を
鼓
舞
す
る
と
と

も
に
、
市
民
の
皆
様
に
防
火
、
防
災

意
識
の
向
上
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
22
回
全
国
消
防
操
法
大

会
に
大
阪
府
代
表
と
し
て
出
場
し
た

女
性
消
防
団
員
に
よ
る
操
法
訓
練
、

ぬ
か
た
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
初
期
消
火

訓
練
、
し
ら
ゆ
き
保
育
園
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
の
演
技
も
披
露
さ
れ
式
典
に

花
を
添
え
ま
し
た
。

　
西
防
火
協
力
会
か
ら
も
多
く
の
役

員
の
皆
様
が
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ

ま
し
た
。
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迫
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一
斉
放
水
訓
練
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よ
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団

員
、
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員
の
士
気
を
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舞
す
る
と
と

も
に
、
市
民
の
皆
様
に
防
火
、
防
災

意
識
の
向
上
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
22
回
全
国
消
防
操
法
大

会
に
大
阪
府
代
表
と
し
て
出
場
し
た

女
性
消
防
団
員
に
よ
る
操
法
訓
練
、

ぬ
か
た
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
初
期
消
火

訓
練
、
し
ら
ゆ
き
保
育
園
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
の
演
技
も
披
露
さ
れ
式
典
に

花
を
添
え
ま
し
た
。

　
西
防
火
協
力
会
か
ら
も
多
く
の
役

員
の
皆
様
が
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ

ま
し
た
。

　
世
界
最
古
の
木
造
建
築
物
奈
良
法

隆
寺
の
金
堂
の
壁
画
が
消
失
し
た
昭

和
24
年
１
月
26
日
を
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
と
し
て
、
文
化
財
を
火
災
等

の
あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
守
る
こ
と
を

目
的
に
全
国
一
斉
に
啓
発
活
動
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
西
消
防
署
で
は
、１
月
19
日
（
火
）

長
田
神
社
（
長
田
２―

８―

18
）

に
お
い
て
消
防
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
訓
練
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
は
、
終
始
熱
心
に
実
戦
さ

な
が
ら
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
訓
練
を
通
し
て
、
防
火

意
識
の
高
揚
と
市
民
の
皆
様
の
財
産

で
あ
る
貴
重
な
文
化
財
を
火
災
か
ら

守
り
未
来
へ
と
引
き
継
い
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

視
察
研
修
会

東
大
阪
市
西
消
防
署 

各
署
所
の
紹
介

東
大
阪
市
西
消
防
署 

各
署
所
の
紹
介

　平成２７年の火災・救急概況（速報値）がまとまりまし
た。（別表）
　火災は１３６件で平成２５年と並び、本市発足以来最少
の件数になりました。前年と比較すると、全火災件数は６
件減少していますが、原因別にみると、第１位の「放火
（疑いを含む）」が４件増加し、火災件数全体に占める割合
が高くなっています。また、２位の「こんろ」は前年と同数
でしたが、３位の「たばこ」は１２件も大幅に減少していま
す。これは、喫煙率の低下と喫煙マナーの向上によるも
のと思われますが、分煙化が進むにつれて発生場所には
変化が見られ、全国的にベランダやバルコニーで発生す
る割合が高くなっています。一方、火災による負傷者と損
害額が大幅に増加しています。これは、車両火災とその他
火災が減少した反面、建物火災が増加したためと思われ
ます。
　救急件数は２万９６１２件（前年比３６６件増）、搬送者
数は２万６１２５人（前年比７７８人増）で過去最多となりま
した。これは、高齢化の影響が考えられ、今後も増加する
可能性があります。救急車や救急医療は限りある資源で
すので、上手に利用しましょう。
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火
災
予

防
運
動
が
、火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
期
を
迎
え
る
に
当
た
り
、市

民
の
皆
様
に
火
災
予
防
思
想
の

一
層
の
普
及
を
図
り
、火
災
の
発

生
を
防
止
し
、高
齢
者
等
の
災
害

弱
者
を
中
心
と
す
る
死
者
を
減

少
さ
せ
、財
産
の
損
失
を
防
ぐ
目

的
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
施
期
間
は
、３
月
１
日（
火
）

〜
３
月
７
日（
月
）ま
で
の
７
日

間
で
、「
無
防
備
な
　
心
に
火
災

が
　
か
く
れ
ん
ぼ
」を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
全
国
一
斉
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
昨
年
は
、西
署
管
内
で
火
災
が

70
件
発
生
し
、昨
年
よ
り
火
災
件

数
■
件
の
８
件
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、火
災
の
原
因
別
で
は
、

昨
年
同
様
放
火（
疑
い
含
む
）が

14
件
で
１
位
、２
位
コ
ン
ロ
９

件
、３
位
た
ば
こ
８
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、西
消

防
署
で
は
、立
入
検
査
、消
防
訓

練
等
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
市

民
の
皆
様
や
事
業
所
に
対
し
火

災
予
防
広
報
等
の
普
及
啓
発
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
春
季
全
国
火
災
予

防
運
動
が
、火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
期
を
迎
え
る
に
当
た
り
、市

民
の
皆
様
に
火
災
予
防
思
想
の

一
層
の
普
及
を
図
り
、火
災
の
発

生
を
防
止
し
、高
齢
者
等
の
災
害

弱
者
を
中
心
と
す
る
死
者
を
減

少
さ
せ
、財
産
の
損
失
を
防
ぐ
目

的
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
施
期
間
は
、３
月
１
日（
火
）

〜
３
月
７
日（
月
）ま
で
の
７
日

間
で
、「
無
防
備
な
　
心
に
火
災

が
　
か
く
れ
ん
ぼ
」を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
全
国
一
斉
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
昨
年
は
、西
署
管
内
で
火
災
が

70
件
発
生
し
、一
昨
年
よ
り
火
災

件
数
が
８
件
の
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、火
災
の
原
因
別
で
は
、

昨
年
同
様
放
火（
疑
い
含
む
）が

14
件
で
１
位
、２
位
コ
ン
ロ
９

件
、３
位
た
ば
こ
８
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、西
消

防
署
で
は
、立
入
検
査
、消
防
訓

練
等
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
市

民
の
皆
様
や
事
業
所
に
対
し
火

災
予
防
広
報
等
の
普
及
啓
発
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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冬
に
な
る
と
空
気
が
乾
燥
し
静
電
気

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
西
署
管

内
に
お
い
て
も
、
静
電
気
の
火
花
が
危

険
物
の
可
燃
性
蒸
気
に
引
火
し
た
こ
と

に
よ
る
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
特

に
乾
燥
注
意
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

【
静
電
気
と
は
】

　
静
電
気
と
は
異
な
る
二
つ
の
物
質
が

接
触
（
摩
擦
等
）
す
る
こ
と
に
よ
り
発

生
し
た
電
気
が
物
質
の
中
に
帯
電
し
て

い
る
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
物
質

で
あ
れ
ば
ど
ん
な
も
の
に
も
静
電
気
は

発
生
し
て
お
り
、
も
ち
ろ
ん
人
間
の
体

の
中
に
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
普
段
の

生
活
で
も
部
屋
の
ド
ア
や
車
の
ド
ア
を

触
る
と
指
先
に
「
パ
チ
ッ
」
と
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
は
体
内
に
帯
電
し
て
い

た
静
電
気
が
放
電
し
た
た
め
で
す
。
静

電
気
は
弱
い
電
気
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
放
電
す
る
瞬
間
に
火
花

が
発
生
し
、
こ
の
火
花
が
原
因
で
火
災

が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
代
表
的
な
静
電
気
の
種
類
】

・
摩
擦
帯
電
　
二
つ
の
物
質
を
こ
す
り

合
わ
せ
る
こ
と
で
帯
電
す
る
こ
と
。

こ
す
っ
た
下
敷
き
で
髪
の
毛
が
引
き

寄
せ
ら
れ
る
の
も
摩
擦
帯
電
が
原
因

で
す
。

・
接
触
帯
電
　
接
触
し
た
物
質
同
士
の

間
で
電
荷
の
移
動
が
起
こ
る
こ
と
で

帯
電
す
る
こ
と
。
乾
燥
し
た
季
節
に

金
属
製
の
ド
ア
ノ
ブ
を
触
る
と
「
パ

チ
ッ
」
と
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
る

の
も
接
触
帯
電
が
原
因
で
す
。

・
剥
離
帯
電
　
密
着
し
て
い
る
二
つ
の

物
質
を
引
き
剥
が
す
こ
と
で
帯
電
す

る
こ
と
。
フ
ィ
ル
ム
や
粘
着
テ
ー
プ

を
引
き
剥
が
す
と
発
生
し
ま
す
。
速

く
引
き
剥
が
す
ほ
ど
帯
電
量
は
増
加

し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
固
体
が
破
壊
さ

れ
る
と
き
に
帯
電
す
る
「
破
砕
帯
電
」、

液
体
が
管
内
を
流
れ
る
こ
と
で
帯
電
す

る
「
流
動
帯
電
」
や
噴
出
す
る
液
体
が

帯
電
す
る
「
噴
出
帯
電
」
が
あ
り
ま
す
。

【
静
電
気
の
火
災
事
例
】

事
例
①
　
金
属
製
品
Ａ
に
フ
ィ
ル
ム
が

張
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
フ
ィ
ル
ム
を
取

り
除
い
た
際
、
金
属
製
品
Ａ
に
静
電
気

が
剥
離
帯
電
し
、
近
く
に
あ
っ
た
第
一

石
油
類
の
有
機
溶
剤
に
着
火
し
た
。

事
例
②
　
第
一
石
油
類
が
入
っ
た
ド
ラ

ム
缶
か
ら
一
斗
缶
に
手
動
ド
ラ
ム
ポ
ン

プ
を
使
用
し
て
小
分
け
作
業
を
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
同
ポ
ン
プ
の
樹
脂
製
ホ
ー

ス
内
で
第
一
石
油
類
が
流
動
帯
電
し
た

こ
と
に
よ
り
、
静
電
気
が
発
生
し
、
第

一
石
油
類
の
可
燃
性
蒸
気
に
引
火
し
た
。

【
静
電
気
の
発
生
を
防
止
す
る
方
法
】

・
室
内
の
湿
度
を
高
く
保
つ
　

・
静
電
気
が
蓄
積
し
や
す
い
設
備
に
は

ア
ー
ス
を
つ
け
る

・
帯
電
防
止
の
靴
、
手
袋
、
作
業
着
の

着
用
す
る

・
静
電
気
除
去
グ
ッ
ズ
を
利
用
す
る
　

　
ガ
ソ
リ
ン
や
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
危
険

物
の
中
に
は
常
温
で
も
可
燃
性
蒸
気
が

発
生
し
引
火
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

身
近
な
存
在
で
あ
る
静
電
気
の
火
花
に

よ
っ
て
火
災
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
危
険
物
を
扱
う
場
所
で
は

静
電
気
の
発
生
を
防
止
す
る
対
策
を
と

り
ま
し
ょ
う
。

静
電
気
に
よ
る
危
険
物
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

静
電
気
に
よ
る
危
険
物
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

問い合わせ先

東大阪市消防局
[ 予防広報課 ]

☎（072） 966 ー 9662
東大阪市東消防署

[ 予防担当 ]
☎（072） 983 ー 0119

東大阪市中消防署
[ 予防担当 ]

☎（072） 966 ー 0119
東大阪市西消防署

[ 予防担当 ]
☎（06） 6788 ー 0119

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
の
ご
案
内

　
消
防
法
第
８
条
に
定
め
る
甲
種
防

火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め

の
講
習
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
講
習
日
時

　
平
成
28
年
5
月
9
日
（
月
）

　
　
　
　
　
5
月
10
日
（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
40
分

泫  

講
習
は
、２
日
間
と
も
受
講
し
て

い
た
だ
か
な
い
と
修
了
証
の
交

付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
講
習
会
場

　
東
大
阪
市
消
防
局
（
４
階
）

　
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー  

多
目
的
ホ
ー
ル

　
東
大
阪
市
稲
葉
１
丁
目
１
番
９
号

■
申
込
受
付
期
間

　
平
成
28
年
4
月
4
日
（
月
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　
4
月
22
日
（
金
）

■
申
込
先
・
受
付
時
間

東
大
阪
市
の
各
消
防
署
（
予
防
担
当
）

で
受
講
申
込
み
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

◎
東
消
防
署
　
鳥
居
町
3
番
3
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
７
２
）９
８
３

－

０
１
１
９

◎
中
消
防
署
　
稲
葉
1
丁
目
1
番
9
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
７
２
）９
６
６

－

０
１
１
９

◎
西
消
防
署

御
厨
栄
町
3 

丁
目
1
番
41
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
６
）６
７
８
８

－

０
１
１
９

受
付
時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
30
分
ま
で
で
す
。（
土
曜
、
日
曜
、

祝
日
を
除
く
。）

泫  
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　受
講
申
込
書
（
各
消
防
署
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
東

大
阪
市
消
防
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
し

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

泫  

郵
送
等
に
よ
る
申
込
み
の
受
付

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

■
受
講
費
用
（
テ
キ
ス
ト
代
） 

４
，
５
０
０
円

　
危
険
物
施
設
で
危
険
物
の
取
扱
作

業
に
従
事
す
る
危
険
物
取
扱
者
に

あ
っ
て
は
、
消
防
法
第
13
条
の
23
に
基

づ
き
原
則
と
し
て
免
状
の
交
付
を
受

け
た
日
又
は
講
習
を
受
け
た
日
以
降

に
お
け
る
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
３

年
以
内
ご
と
に
法
定
講
習
を
受
講
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
28
年
度
の
保
安
講
習
開
催
案

内
は
東
大
阪
市
の
各
消
防
署
（
予
防
担

当
）
で
お
渡
し
し
ま
す
。

ま
た
、
大
阪
府
危
険
物
安
全
協
会
Ｈ
Ｐ

で
も
掲
載
し
て
お
り
、
申
請
書
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ

　
公
益
財
団
法
人

　
大
阪
府
危
険
物
安
全
協
会保

安
講
習
係

【
電
　
話
】 （
０
６
）
６
５
３
８

－

１
９
３
５

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】 （
０
６
）
６
５
３
１

－

１
２
９
３

危
険
物
取
扱
者

　保
安
講
習
に
つ
い
て

　西
防
火
協
力
会
で
は
新
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
皆

様
の
お
知
り
合
い
で
加
入
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
所
様
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
と
も
ご
紹
介
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

連
絡
先

新 会 員
募集の

東
大
阪
市
西
防
火
協
力
会
（
東
大
阪
市
西
消
防
署
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
６
）
６
７
８
８

－

７
１
９
８
　 

担
当 

小
林

・ 平成28年 新春恒例消防出初式
・ 東大阪市西消防署 各署所の紹介
・ 視察研修会
・ 文化財防火デーに伴う 消防訓練
・ 春季全国火災予防運動

・ 平成27年 東大阪市火災・救急概況
・ 静電気による危険物火災を防ぐために
・ 甲種防火管理新規講習のご案内
・ 危険物取扱者保安講習について

・ 平成28年 新春恒例消防出初式
・ 東大阪市西消防署 各署所の紹介
・ 視察研修会
・ 文化財防火デーに伴う 消防訓練
・ 春季全国火災予防運動

・ 平成27年 東大阪市火災・救急概況
・ 静電気による危険物火災を防ぐために
・ 甲種防火管理新規講習のご案内
・ 危険物取扱者保安講習について

平成28年3月（第４号）

【発　　行】

西 防 火 協 力 会
（東大阪市西消防署内）
ＴＥＬ　06-6788-7198

西防火協力会だより 西防火協力会だより （4）（1）


